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熊本県教育委員会では､平成１７年度に､一般県道相良人吉線単県道路改良珊業に伴い、

舟渡城跡の発掘調査を実施しました。

舟渡城は、熊本県球磨郡相良村四浦西地内の清流川辺川中流域にあります。川辺川に

よって刻まれた深い谷間に位置し、遺跡の東側から南側へと川辺川が廻り込み、西側に

は急峻な山があります。

舟渡城跡の調査においては、中世の遺跡であることが確認されました。特に西に隣接

する白鳥城跡と共に自然の地形を生かした城を築いたものと考えられます。

今回の調査区は中世城の斜面部分で、以前の道路建設によりほとんどが削平を受けて

いましたが、調査区外ですが城の主郭はのこされており、今後の調査によって更に舟渡

城について明らかにされることが期待されます。

最後に、調査の円滑な実施に御理解と御協力を頂いた球磨地域振興局土木部を始め、

相良村教育委員会、人吉教育委員会、地元の方々に対して厚くお礼申し上げます。

平成２１年１２月２５日

熊本県教育長山本降生
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本,1$は、熊本県球磨郡相良村四浦地内所在の舟渡城跡の埋蔵文化財発掘調査報告杏である。

本遺跡の調在は、一般県道相良人吉線単県道蹄改良1Ｉ業に伴う事前調査として、熊本県土木部の依頼を受け

て14成１７年度に熊本県教育庁文化課が実施した。

IIMfiiは後藤克博、士野雄貴が担当した。

発掘捌査現場での遺構実測の一部及び地形測最業務は、株式会社九州文化財研究所に委託した。

空''１写真撮影業務は、九州航空株式会社に委託した。

辿柵のトレースは、アイシン精機株式会社が開発したデジタルトレースソフト「とれ－す３Ｄくん」を使川

し、坂本千恵、後藤が行った。

辿物の実測・トレースは、坂本が行った。

辿物の写典撮影は、村田百合子を中心に行った。

本遺跡の出土遺物、写真及び図面などは、すべて熊本ﾙ(文化財資料室（熊本県下益城郡城南町沈同）にて保

祷している。資料の有効な活用を望む。

本iI)の編集は、熊本県教育庁文化課で行い、後雌が行った。
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､IAmiIl1〔角座標は、世界測地系（日本測地系2000）を使用している。方位は座標軸を基準とした座標北を示

している。

本iI}に使用したレベル（Ｌ＝）は標商を示す。

本’1}では、地形図、遺構図等の縮尺は全て異なるので、挿図111のスケールを参照されたい。

本i')に掲般している遺物の縮尺についても挿図巾のスケールを参照されたい。

各肘位の土色及び土器の土色は、「新版標祁上色帖」（股林水産省農林水産技術会識事務局監修、財Ⅲ法人Ｈ

本色彩研究所色票監修）による。
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第１表相良村内の遺跡一覧（中世以外）

写真目次

寛永通宝（表、裏）

炭焼き窯（搬入口、焚口、天井及び煙突）

３区石垣

訓査区出土遺物（Ｎｏ．１～１１）

空捌ｌ舟渡城と白鳥城

空撮２四浦地区周辺

空拠３調査区全景

PL.ｌ竪堀（北から）

PＬ２竪堀（南から）
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第１章調査の概要

第１節調査にいたる経過

本遺跡の調査は、一般県道相良人吉線11Ⅲ！↓道路改良ﾘＩ業に伴うものである。

’1喋予定地内に埋蔵文化財が存ｲl;する111能性がi1.1iいことから、熊本県文化裸は‘|蝶の火施に先立ち試掘調査が

必哩であることを通知した。試掘調在を実施した結果、石積遺構などが発見され、辿跡の存在が確認された。そ

のため、球膳地域振興局土木部工務課と協搬を爪ねた上で平成１７年に調査を行うこととなった。

第２節調査及び整理の組織

‘淵在及び整理は下記の組織で行った（所胴などは当時のものである)。

調査

,淵介貞任者島津義昭（文化課長)、澗代総括西住欣一郎（文化財調査第２係腿)、０淵代jIi務局四元正明（主

幹雑総務係長)、塚原健一（主任主ﾘＩ)、小谷仁志（主任i率)、調査担Ⅶｉ後藤兇hリ（文化財保謹主邪)、土野雄

出（嘱託職員）

幣叩・報告書作成（平成２０年度）

幣理寅任者米岡正治（文化課長)、幣即総折四住欣一郎（主幹兼調査第２係災)、幣恥11筋届間宮優美（主

幹服総務係長)、山田京子（参ﾘ１)、iWi松兇行（主任i郡）

縦理担当後藤克博（文化財保護ｲﾐＩ)、坂本千恵（嘱託職員）

網代指導及び協力者（敬称略）

地元の方々、相良村教育委員会、出合旗光、人吉教育委員会、熊本県上木部、球解地域振興局土木部工務課、木

村ﾉ亡弘、岡本真也、木村龍生、沖搬介

発掘調査作業員（平成１７年度）洲崎光j‘:､乙益豊子､小柏之jf､椎葉ひとみ､永'１１;ﾘljz､中竹佳代､中村三香、

''１村賜子、西京子、原口キエ、平山茂光、柵lIli冊呑、111形元子、米田正成、桑原優子

盤理作業負（平成２０年度）

山ド下栄子、益田久子、後藤直美、宮崎典子、川井、久子、古閑知子、佐膝吉成

第３節調査の過程

‘淵査は、平成１７年１０月２４日（川）から､F成１８年３月２３口（木）まで火施した。

【平成１７年１０月】

２４日、０５－１区Ｈ鋼設置のための道路側断而を掘削工事に立ち会う。イi積みは、淵雛に喋道を敷設するの

に散かれたものと思われる。昭和初期までは、行横みは現在使われているﾘ隅道に沿っていて、石積みの上に井

ノプが点在することを確認する。

【平成１７年１１月】

１４日、ｌ区南面中央部にｌ区の先行トレンチを投定する。竪堀に見える掘り込み部を確偲し、サブトレンチ

をI没定する。１区表土はぎを行う。２５１１、柵布区２区に先行トレンチを設定し２Ⅸの表土はぎを開始する。

２８１１，３区の先行トレンチを設定し、トレンチ掘削を行う。ｌ区から順次lliviをMlli1iIlしていくことにする。

【､脚戊１７年１２月】

２０１１，３区のｌ層掘削を始める。忽斜1mのため作業は難航する。

【､F成１８年１月】

２５日、３区で石垣を検出する。斜IIIiIl1位の県道と斜、ドの耕作地造成のために掘削を受けていると思われる。

【平成１８年３月】

８Ｈ、調査区ｌ区の東側（調査区外）に虎１－iのように見える土塁の落ち込み部を検出する。１３日、ｌ区で灯

ＩﾘlⅢl出土する。２３日、遺物・機材聯を幣叫・搬出し、調査を終了する。

－１－
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第１節地理的環境

熊本ﾘi1;は九州のほぼ中央にあり、雌の火側は九州山地の山岳地帯である。この111儒地帯に人吉盆地が位世し、

この紬地の中央部を南北に二分するように、日本３大急流のひとつである球購川が東西に貫流している。

舟渡城跡は、人吉盆地の北側に位慨し、人吉紬地に流れ込む川辺川右岸に所在する。人吉盆地北側では未固結

堆俄物及び火砕流堆積物からなる小起伏丘陵地が発達し、丘堆積物の下には加久藤・阿蘇・入戸の各火砕流堆械

が分布する。これらの火砕流はnqi接地炎Iiiiを闘い、広範囲にシラス及び加久藤火砕流が分布する。

舟渡城跡は川辺川の右岸相良村Pｑ

illi地内阿蘇溶結凝灰岩、標高１８０～

199ｍほどの丘陵上に位世している。

第２節歴史的環境

歴史時代以降

机良村の奈良・平安時代の遺跡とし

て挙げられるのは少ない。深水谷川辿

跡(21)がその一つである。深水谷川

遺跡では、１０世紀の掘立柱建物が検

出されている。多くの灯明Ⅲlが111ｔし

ている。

本遺跡が所在する地域は鎌倉時代に

は永吉庄と呼ばれ、建久二年のｔ平ｉＩｌＩ

師iWi繊状』に初めて「永吉圧初神村」

として登場する。相良氏が球磨へ下向

してくるのも鎌倉時代である。

深川村灰塚遺跡､多良木町蓮花寺跡、

棚良頼蛾館跡などで発掘調査が行われ

ている。

南北朝時代には球磨盆地では多良木

1111に本拠を間くこ相良氏と人吉iljに本

拠を慨く下相良氏による球磨支配をか

けた抗争が激化する｡その影響を受け、

球膳川及びその支流に多くの中世城郭

が出現する。これまでに高城跡、山Ｈ１

城跡、矢黒城跡、荒狩倉城跡、火繰城

跡、多良木町里、蔵城跡等の城跡が発

掘捌衡されている。南北朝の乱が終わ

ると、小規模の反乱はあるものの柑良

氏の球磨支配が強まり、江戸時代末ま

でその支配は続く。人吉市に相良氏の

隅城で､同指定史跡跡｢人吉城｣がある。
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井沢（縄文・蒔生）
小皿禍六群（古堀）
沖皿（閃文～中世）
永谷（田文）
風毛（岡文～中世）
中ノロ（弊生）
覚井（縄文～中世）
上原古噛柳（古墳）
八田（縄文～中世）
人吉ゴルフクラブ（縄文～中世）

総総愉(古綱）
今村(中世）

安異嘩跡（中世）

脚畑.，j私心正

了Ｔｌ一一

ｏ１．５

曲。
Ｍｓ戦跡

･火戦跡)唾域跡
ｲ、繭城跡）

相良村周辺の図１

相良村内の遺跡
野原（閏文～中世）
夜狩尾(縄文）
小野（縄文）
田尻(縄文）

瀧尚謡鋳》
昭唖（古填～中世》
中松腿〔閏文）
璃山（縄文）
平野（縄文）
平川《縄文）
渇取野(貸文）
函(縄文）
川辺(縄文）
上団（縄文～中世）
翻霊週（同文～中世）
禰宜館（縄文～中世）
大野(縄文）
石坂鍋野古噴群（古ljl）
潔川小国(縄文～中世）
深川・谷川(縄文～中世）
堀内（縄文～中世〉
鳥超（縄文）
西原(縄文）

覧
鴻
泌
訂
鵡
泌
抑
訓
謂
訓
鱒
泌
鋤
犯
淵
馴
鞭
“
“
淵
卯

２



､し

第３章調査の方法と成果

第１節調査の方法

舟渡城跡は比高約１９ｍの山に築かれた山城である。二i軸ラインの尾根筋は、Ｎ５ｏＥの方向を示し、全長約

１００ｍを測る。尾根筋には「城」と呼ばれる館の推定地があり、南面に堀切が確磁される。南而はiTi｢状に下り、

凝灰岩の岩111となっている。この111の南面中腹を東から南を通って西面を北上する県道が通っている。

今回、捌在の対象となったのは、この県道の拡幅部分で、山の中腹の県道を挟んで上下の斜面にあたる。

調査区はこの県道によって３つの区画に分けられ、Ｉ櫛1mの山城に通じる斜而を１ｌｘ、県道を挟んでI櫛西の部分

を２区、道路西側の下斜面を３区とした。

本調査は木の伐採を森林組合に依頼し、ｌ層より上位にある表土・腐葉土を爪機が入らないので作業貝によっ

て取り、作業瓜によって遺構碓縄作業を行った。その後、０澗査区ごとに伽り下げ、遺構の検出、火測図の作成、

遺物の取り上げ、写真撮影を行った。遺構確認が困雌な場合は、必要に応じてサプトレンチを設定し、遺柵検出

に努めた。なお、遺物は基本的にグリッドー括での取り上げとし、必要に応じて光波測距儀を使用した個別取り

上げを行った。

第２節調査の成果

１．調査区１区

調査の調査而積は約7500㎡である。この内このｌ区が670㎡を占める。本捌在では試掘・確認捌査の結果を

基に、表上剥ぎおよび人力による掘り下げを行った。棚り下げていくと調査地に鉄塔が設置されていた。トレン

チ調査による試掘・確認調査を行い、遺物包含屑と遺柵検出面までの屑の堆柚状況などを確認した。トレンチで

土層堆積状況を見てみると、腐葉土、赤化したシラス、シラス、凝灰岩となっており、腐葉土の下は移動してき

たシラスであることが分かった。

遺描は、竪堀の堀切を確認した。この堀切幅５ｍ、及さ２０ｍになる。シラスまで達している。彫り込み

の上部は掘削により削平を受けていた。中世時代に竪堀の堀切が掘られ、その外形が残っていると判断した。

中世の遺物が出土していないため床而が中世のものかどうかは断定できない。竪堀側面最上部から寛永通宝

を表採する。

調査区ｌ区で確認できた遺櫛は堅堀ある。調査区外であるが、ｌ区の北側には尾根の先端を切り|ﾙlいて建てら

れたお堂が残る。その東側には近世から現代までの墓域が広がっていた。また、南而111道の中腹にも蝋が２基残

されていた。墓石から古い物で江)i中期のものであった。お堂から南斜而への縁で、灯明Ⅲ２個ほか、黒曜石

を表採した。

２．調査区２区

調査区２区は舟渡城の南西部に３%たる。本来尾根がｌ区から２区へ繋がっていたものと思われる。しかし昭

和４０年代の道路建設により切り通しが設けられていた。この道路は南側を通り南西部を回り込み、I）li側を走る。

郭と見えた部分には鉄塔の残部があり、削平が激しかった。

３．調査区３区

３区のド方には出が作られている。現在は休耕田であるが、用水が設けられている。休耕田となったあと桧が

植えられていたが、今回の事業のため伐採。年輪を観察することができた。この111は休耕田となり２８年は過ぎ

ていることが分かった。したがって川を作るために盤備されたのはそれ以前となる。

県道下の急斜面の最下部に石垣が存在する。３区の底部は川を造成されており、川水が引かれている。この用

水が石垣の上を走る。この石垣の典の士を調査すると新しい過物が混入しており、水田の造成時に造られたもの

だと思われる。客上から須恵器片１点、階製石斧１点が出土する。

－３－
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ハl独り11跡は1W北に仰ひる111の雌恨|にある。尼根の北側に比冊約１９ｍに位閥する南北に約７８ｍ、東IIliに約

３０ｍの､'4地がある。現在「城」と呼ばれている部分で、舟渡城の龍郭部分と考えている。磁器片や上師器ﾊ゙ を

表採することができた。

舟渡城跡の東西は急斜面をなし、それぞれ川辺川、初神谷川にいたる。Ｉ制!|l斜面は東西斜IIiiに比べて緩い。ｌ

区の南而にI譜伽が見られ、リ,L道を越えて南I)可方向にIIlIぴていたことがiIilえる。舟渡城は火I1Iiは急斜面で自然の地

形を生かした|||城で、緩やかな昨jll1llに竪堀を備えていたものと思われる。

１１>《のIⅢi側及び２区のril§部に郭とも思える､IfjI1部ある。掘り下げてみるとII1j方とも鉄燃の残部があり、郭で

あったとは断定できない。‘淵代I>〈２区の南側に平111部があり、南側からllIi側にかけて-t塁が見られる。調汽lえ

外であるため確認はできなかった。
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４．舟渡城跡

舟渡城跡はl櫛北に伸びる11|の尼根'2にある。尼根の北側に比冊約
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図２舟渡城跡地形測吊図
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本辿跡のｊＩｆ本的な肘序は、以下の通りである。

客土茶褐色土。昭和４０年代以前に山を掘削した時の客土

ｌ肘表土。主に腐葉土

２肘シラス火砕流堆俄物。堀切の殿下面。遺物なし。

３Ｍ興禍色ローム。辿構、辿物なし。

本綱査区のlliWは樹木の枯葉等が亜なり、腐葉土化したものである。この’肘を取り除くと、２肘

は赤化したシラスである。非溶結火砕流が唯蔵したあと風雨等により移動し、鹸化したものであろう。

捌在区ｌ区から３区までの殆どがこの肘序となっている．したがって､殆どの部分が尚IliI4を受けており、

Ⅲ地形を冊めているところがない状態であった。
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５舟渡城と白鳥城

舟渡城は''1城であり、周朋の地形

をうまく利川している。前述のよう

に東西を川辺川と初神谷川に挟ま

れ、この束Ixiの川から上るのは不可

能という腿急峻である。

南1mは呪ｲEかなりの削平を受けて

いるが、火1Iiiに比べると傾斜が緩や

である。そこで、Ｉ経ⅢI|を,没け南側か

らの進入に備えていたのであろう。

尼恨仏いに北へ向かうと初神集落へ

とつながる。、'1時、初神集落に篭る

ルートとして椿えられるのは、初神

作川に沿って川沿いを荘り、初神集

然に篭るルートがある。このルート

からの進入を防ぐかのように、初神

谷川を挟んで１４１脇城がある。

ｉ‘I烏城を蹄在すると、細い道が尾

根伝いに伸び、’１２坦部や急な崖があ

る。辿物聯は炎採することはできな

かった。

６逆描

（１）蝶ﾘ'１１

１卿ｌＩｌｌは、南斜|(li南'IV部から''1腹ま

で北.|:する。Ｉ|'肱で蝿Ⅲ11は途切れ、

斜め方向に横断している現道にぶつ

かっている。ルM侮〆外であるが、こ

の南斜1mの火側に虎'1を思わせる掘

り込みがある。この竪堀が横堀につ

ながっていた''1能性はあるものの確

証はない。

舟渡城跡の111の南斜面はかなり削

平を受けており、地表而はシラスの

２次堆秋物で樋われている。竪堀の

地炎IiIiもこの堆賊物で覆われてい

る。

’蝶州I|内の辿物としては、IjIi壁の上

位で斑永逝'i《が１点出土している

のみで、この辿柵内に限れば築城時

期を特定できるものは川|Zしなかっ

た。

人ＩＩ７Ｉｉｉ鶴AU氏作成ﾉﾙ波城純扱りlxl猛改変

図４舟渡城縄張り図

PＬ１竪堀（北から）

PＬ２竪堀（南から〕

－６－



７辿 物

（１）上帥器

調査Ⅸ１ｌｘから土師器が４点llIl合し
図５灯明皿

ている。いずれも南斜而の刑部からH１

|名した。

４点川上しているがいずれも炎IIIiが

磨耗している。うち３点は小Ⅲlである。

完形に近い小IⅢが１点(1)あり、ｕ径は

6.9ｃｍ、底部は６３ｃｍ器I断０．９ｃｍ

で、器,1.1iの低い小型のⅢlである。１１縁

部は丸みを緋ち、ハi部はへうケズリで

に……Ｅミヲ７
質Ｉ-海

箕ご

ある。庇舟|Iは糸切り底である。

小IⅢ２もｌとほぼ同じ大きさで、口縁部がやや丸みを帯びて立ち上がる。器商が１．１ｃｍである。これらの'７

師器はいずれもｌ屑腐葉土を取り除いた２暦表而で川-tしており、御蝋からの流れ込みのI1i能性が高い。

（２）古銭

寛永通'i《がﾙ1代Ⅸｌばから１点川上し

ている。川l地点は竪卿Ⅷl畷のﾙI部か

ら出土している。竪堀自体がかなり削平

（２）ｉｉ『鋤

寛永通'i《がﾙ1代Ⅸｌばから１点川上し

ている。川l地点は竪卿Ⅷl畷のﾙI部か

ら出土している。竪堀自体がかなり削平

を受けているので、削平の際に移動して

きた111能''1;がある。

８その他の遺構

（１）炭焼無 PL、３寛永通宝（表）寛永通宝（墓）

ＰＬ４炭 焼 室 搬 入 恒

図'６ 炭焼き窯実測図

一ｆ

＆《虹『，品
、．ｔＬ吃､

|御Tｍ

に

０F

天 井部及び煙突

炭焼無は、,渦fff時点で２７年前まで使われていたということなので昭|;11時代の遺構である。側面の片側はｲ耐Ｉ

みで作り､粘|:を蚊き詰めて〃形の炭価場を『没けてある。煙突部まで粘l:で作られていた。尺ル部の粘土は薄く、

崩落していた。焚１１にはriと上〔が締められ、搬川11は(iで閉じられていた。昭祁時代のものであるが、今では兄

られない炭焼窯であるため､IfIiIi例を残した。

一ﾉー
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（２）墓

洲査樫，IxIlI服に'''1輪状の平坦部がある。

明治及び安政年'１１'の元号が刻まれた雄ｲ了である。

縫行の下には什呼の遺物はなかった。したがって、曲

輪の再利朋であるかは明確でない。

（３）石垣

３区西斜,前の行底部分に行垣ある。イi1Ii上部にトレ

ンチを入れてｲilIiと川水路の'川を,iMlif比た。昭和の時

代のもので川水を段慨した際に設けられた石垣である

ことがわかった。

用水が流れ込むﾉkIH跡には杉の水があり、今回の調

査前に切り取られた水幹で年輪を観察したところ２７

年を経ていた。これは水ｍが使われなくなってからの

年代を示していると考えられる。’''水はこの水田を捜

備した際のものであるから杉の木より史に古いが、大

正時代までは遡らない。

Ａ

図８四浦村古城区

－８－

可

】ﾛ
■＝

B ･q

図７墓実測図

第４章総括

ＰＬ５石垣（３区）

第１節舟渡跡

今回の洲杏では、綱査区ｌ区から!:師器小Ⅲ１４点、石器２点、占銭１点を、洲在I〉〈２区からは須恵器１点、イｉ

斧１点、を検出した。いずれも元位仙を制めているとは考えがたい。また辿柵としては竪堀の痕と思われる辿柵

をｌ蜂検出したが、喋堀がある斜lIWrl体が削平を受けており、蝋Ⅲ１１の床面も州I|削を受けていた。

舟渡城は'11城である。山城は'１１頂をliill平し、主体を設ける。尼根に沿って曲輪を股けたり、斜面に沿って'卿ﾊｉ

を設けたりするが、自然の地形をそのままｆkかしたものが多い。今回の調査でも1卿ﾙI|の跡と考えられる洲状の総

ち込みを確認したが、中世の遺物を伴ってはいなかった。主休部は今回の調査区内に入らなかったので、I軽’1拙

築の時期は不明である。

ただ、１，M北Ｗｌ時代にこのような111城が

礎んに築かれるため舟渡城も､１１時のもの

と思われるが、断定はできない。今後の

i昌体部の調在によって明らかになること

を期待したい。

明治時代に作られた古城図をみると、

現任あるﾘ,↓道がない。谷部が南斜ImllI央

から東側続き、頂上平場|櫛東部へとつな

がっている。‘洲侮区外ではあるが、この

谷部の頂上近くで、虎門らしき藩ち込み

部を検出している。現在は南に伸びるI)ｌｉ

側尾根に珊切が股けられ県道が走ってい

る。おそらくそのI皇‘１１ドに伴ってl袖ｍは人

規模な剛､ドを受けたと思われる。
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第２節吉永之庄「初神村」

古文i1$等にもこの「舟渡城跡」は登場してこない。中世における関連するﾘｌ項としては､舟渡城が所征する「初

神村」あるいは「永吉荘」の地名である。「初神」地区が建久二年（１１９１年）の良峯師高譲状案（平河文苔）に、

私領「永吉之庄」の内「はしかみ村」として幾場する。近世においては､人吉蒲の球膳郡のうち平川村､崎山村、

田村村、初神村の４か村を四浦と呼んでいた。

先の良峯（平河）師岡縦状案は、地方豪族である平河氏がこの初神の地が含まれる「永吉之庄」を相伝の私領

として後世に主張したものであると考えられている(')。平河氏は、１１世紀に山本郡から下向してきたといわれ

る(2)。そして、１２世紀には荒田寺や有智山寺を建立し、文治三年（1187年）の「球磨御領安堵下文」によって、

永吉庄球膳御領を安堵されている。ここで、112河氏は御家人と似められたといえる。「永吉庄」は鎌倉時代末期

には「小府御領｣、南北柳の内乱期においては「太宰少威頼尚械」であるが、地頭は､WII氏であったといわれて

いる(3)。南北朝以後は人吉相良氏に組み入れられていった(4)。

南北朝期において球膳郡は､上相良氏とド棚良氏との間で南朝方と北朝方に別れ繰り返し戦いが行われている。

このころ山田城や小枝城が築かれ、上相良氏と下相良氏の争いの郷台となっている。ル}渡城もこのころのもので

あると推測するが確証はない。

南北朝時代の城は自然の111の地形を利用した111城で、尾根i{)いに曲輪や竪堀、横堀を設けるという施投の面か

らは而糸な城である。舟渡城はまさしくこの山城の性格を帯びている。舟渡城と共に初神村への進入を防ぐため

に利川されたのが白鳥城であろうと考えている。白烏城は初神谷川を挟んで舟渡城の西側にそびえffち、舟渡城

と同様初神村に存在する（巻頭カラー写典)。今回の調査ではI川らかにならなかったが、舟渡城の築城期及び勢

力等について、今後、文献研究の進展とともに調査区外であった「城」と呼ばれる主郭部分の発掘’淵査により明

らかになることを期待したい。

1996「''１世」ｒ相良村誌人文編』相良村註４
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